
単独研究用 
 

兵庫医科大学 研究実施のお知らせ 

 
 本学で実施しております以下の研究についてお知らせ致します。 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及

び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了

承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者

さんに不利益が生じることはありません。 

研究課題名 
待機的および緊急手術施行患者における術後鎮痛薬および術後悪心・嘔吐対

策に用いられる薬剤の適正使用のための調査 
[倫理審査受付番号：第 4429 号] 

研究責任者氏名 木村 健 

研究機関長名 兵庫医科大学長 鈴木 敬一郎 

研究期間 2023 年 6 月 17 日 ～ 2026 年 3 月 31 日 

研究の対象 

以下に該当する患者さんを研究対象とします。 

疾患名：    / 診療科名等：外科系診療科             

2022年 10月 1日から 2023年 3月 31日までに待機的または緊急手術を受け、
鎮痛薬や制吐薬を使用した患者さん 

研究に用いる 
試料・情報の種類 

□ 試料等 ■カルテ情報 □アンケート □その他（       ） 
取得の方法：■診療の過程で取得 □その他（          ） 

研究目的・意義 

術後の苦痛緩和だけでなく、合併症低減に繋がる術後疼痛管理は年々重要視

されています。疼痛管理に対して、診療報酬改定にて 2022年 4月より術後疼
痛管理チーム加算が算定できるようになり、当院も麻酔科医師、手術室に勤

務する薬剤師と看護師から成る術後疼痛管理チームを立ち上げ、2022 年 10
月より活動を開始しています。病棟から手術室そして集中治療室、病棟へと

シームレスな術後疼痛管理は重要ですが、術後鎮痛薬投与、術後悪心・嘔吐

（postoperative nausea and vomiting：PONV）対策を講じても、悪心・嘔
吐が原因で術後鎮痛薬を中断する症例が散見されます。そこで、術後鎮痛薬

と PONV対策に用いられる薬剤の適正使用に向け、当院の現状を調査し、得
られた結果を基に周術期に使用される薬剤を適正化することで、術後患者さ

んの QOL向上、入院期間の短縮につながると考えます。 

研究の方法 
手術センターで運用しているシステムとカルテに記録されている情報（麻酔

方法、術中使用薬剤、術後使用薬剤、PONV の有無など）を調査します。性
別、年齢、診療科、確定病名、術式などの基本情報についても調査します。 



個人情報の 
取扱い 

収集したデータは、誰のデータか分からないように加工（匿名化といいます）

した上で、統計的処理を行います。国が定めた「人を対象とする生命科学・

医学系研究に関する倫理指針」に則って、個人情報を厳重に保護し、研究結

果の発表に際しても、個人が特定されない形で行います。 

本研究に関する 
連絡先 

兵庫医科大学病院 薬剤部 
研究責任者 部長 木村 健 
実務責任者 係長 高橋 佳子 
[電話] （平日 9:00～16:00）0798－45－6189 

 


